
平成16年度　青山荘事業報告

精神障害者生活訓練施設青山荘

　施設長　村田　明子

【報告概要】

　回復途上にある精神障害者に居室その他の設備を一定期間利用させる事により、生活の場を与えるとともに、精神障害者の社会参加に関する専門的知識を持った職員により生活上の援助及び退所後の生活が円滑に営めるように家族に対する援助も行い、もって社会生活の自立と社会復帰の促進を図ることとする。

　精神障害者が社会生活を営むにあたり、地域住民への理解促進と啓発を図り、利用者の地域生活に協力・連携を得られるよう、地域の拠点としての役割を果たすものである。

【報告項目】

　Ⅰ．利用者の確保

　Ⅱ．個別援助の充実

　Ⅲ．プログラム・生活技術の評価

　Ⅳ．家族援助　

　Ⅴ．職員の資質の向上

　Ⅵ．地域、関係機関等への啓発活動と連携

　Ⅶ．青森県精神障害者雇用促進事業の実施

　Ⅷ．その他

【報告内容】

Ⅰ．利用者の確保

1－1　月別利用者数（利用者数は毎月1日現在）　

	
	利用者数
	新規利用者
	退所者

	
	男
	女
	合計
	男
	女
	合計
	男
	女
	合計

	4月
	10
	3
	13
	2
	0
	2
	0
	0
	0

	5月
	12
	3
	15
	0
	1
	1
	0
	0
	0

	6月
	12
	4
	16
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	7月
	12
	3
	15
	0
	0
	0
	0
	1
	1

	8月
	12
	3
	15
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	9月
	12
	3
	15
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	10月
	12
	3
	15
	1
	0
	1
	1
	0
	1

	11月
	12
	3
	15
	1
	0
	1
	0
	1
	1

	12月
	13
	2
	15
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	1月
	13
	2
	15
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	2月
	13
	2
	15
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	3月
	13
	2
	15
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	合計
	146
	33
	179
	4
	1
	5
	1
	2
	3


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月平均利用者数14.9人　　　利用率74.5％

1－2　入所相談及び入所申し込み

	
	入所相談
	入所申し込み

	4月
	0
	0
	

	5月
	1
	0
	
	

	6月
	1
	1
	
	

	7月
	2
	0
	
	

	8月
	0
	1
	
	

	9月
	1
	1
	
	

	10月
	1
	0
	
	

	11月
	0
	0
	
	

	12月
	1
	0
	
	

	1月
	2
	1
	
	

	2月
	2
	0
	
	

	3月
	1
	1
	
	

	合計
	12
	5
	
	


・医療機関・市内・近隣保健所・市町村関係機関に利用の呼びかけを行った。相談があった場合は積極的に受け、生活訓練が必要と考えられる方には利用の方向で進め、5名の方が入所された。来年度は入所期間2年を迎える方が10名おり、18年度から障害者自立支援給付法も施行されるため、「施設見学」や「関係機関へ施設の利便性について説明に伺う」など今年度以上に積極的に利用者確保に努めていく。

1－3　利用者状況

	
	年　齢
	性　別
	病　名
	医療機関
	日中の活動

	1
	50
	女
	統合失調症
	青南病院
	デイケア

	2
	31
	男
	統合失調症
	青南病院
	職親

	3
	54
	男
	統合失調症
	青南病院
	職親

	4
	51
	男
	統合失調症
	八戸赤十字病院
	職親

	5
	33
	男
	てんかん、心因反応
	青南病院
	共同作業所

	6
	38
	女
	統合失調症
	青南病院
	デイケア

	7
	56
	女
	統合失調症
	松平病院
	デイケア

	8
	61
	男
	統合失調症
	青南病院
	デイケア

	9
	30
	男
	統合失調症
	青南病院
	デイケア

	10
	36
	男
	統合失調症
	青南病院
	共同作業所

	11
	25
	男
	統合失調症、精神遅滞
	みかわクリニック
	デイケア

	12
	27
	男
	統合失調症
	青南病院
	デイケア

	13
	26
	男
	統合失調症
	青南病院
	デイケア

	14
	35
	男
	統合失調症
	青南病院
	デイケア

	15
	48
	男
	統合失調症
	青南病院
	デイケア

	16
	57
	女
	統合失調症
	青南病院
	デイケア

	17
	54
	男
	統合失調症
	八戸赤十字病院
	デイケア

	18
	57
	男
	統合失調症
	青南病院
	デイケア


・若い年齢層の利用者が多く、「社会経験に乏しい」「対人関係でのストレスを抱えやすい」ことから日中デイケアを活用する方が顕著である。就労に対しての関心も高く、デイケアへ通所する方からも「後々は働いて収入を得たい」と声が聞かれる。今後はハローワークや地域生活支援センターとの連携を図り、就労についての情報を得ていきたい。

・八戸保健所管内以外からの入所された方も何名かおり、早い時期から退所後の生活を想定した訓練・社会資源調査を行い、市町村との連携に努める。

Ⅱ．個別援助の充実

2－1　アセスメント、援助計画の作成・見直し、援助計画会議実施状況

	月
	日
	実施内容
	参加者

	4
	
	
	

	5
	17

20
	アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し
	本人・担当指導員

本人・担当指導員・青山荘職員

	6
	3

15

21

24

30
	アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し

ケア会議
	本人・担当指導員

本人・担当指導員

本人・担当指導員

本人・担当指導員・青山荘職員

本人・両親・地域生活支援センター・デイケア・病院外来・青山荘施設長、職員

	7
	4

8

11

22
	アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し
	本人・担当指導員

本人・担当指導員

本人・担当指導員

本人・担当指導員・青山荘職員

	8
	10

19

30
	アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し
	本人・担当指導員

本人・担当指導員・青山荘職員

本人・担当指導員

	9
	7

9
	アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し
	本人・担当指導員

本人・担当指導員

	10


	7

13

22

23

29
	アセスメント・ケア計画作成

アセスメント・ケア計画作成

アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し

ケア会議
	本人・担当指導員

本人・担当指導員

本人・担当指導員

本人・担当指導員

本人・両親・地域生活支援センター・ナイトケア・病院外来・青山荘施設長、職員

	11


	27

28

29
	アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成（新規）

ケア会議
	本人・担当指導員

本人・担当指導員

本人・姉・義兄・地域生活支援センター・デイケア・青山荘施設長、職員

	1
	14
	アセスメント・援助計画作成、見直し
	本人・担当指導員

	2
	2

11

13
	アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し
	本人・担当指導員

本人・担当指導員

本人・担当指導員

	3
	7

29

30
	アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し

アセスメント・援助計画作成、見直し
	本人・担当指導員

本人・担当指導員

本人・担当指導員


・ケアアセスメントの様式を用いて、本人の生活の希望や目標を明確化。退所後の生活設計を

行い面接を通じて、到達目標（長期目標）・到達目標に至るまでの小目標（短期目標）を設定した。

・担当職員が「本人の短期目標」「関係機関からの情報収集」をもとに援助計画を作成。援助計画会議を開催した。援助計画会議は第2、4木曜日に開催し関係機関（デイケア・作業所・センター・外来等）から情報、意見をいただき計画へ反映させた。

・アセスメント能力を高めるために、面接技法や日常での関わりの中での視点等について、上級者からのアドバイスが受けられる体制を来年度は形成する。

　　

2－2　個別援助の実施

	
	プ　ロ　グ　ラ　ム　内　容

	
	生活技術
	対人関係
	健康管理

通院服薬
	余暇活用

行事・レク
	作業・就労
	家族援助
	

	
	人数
	回数
	人数
	回数
	人数
	回数
	人数
	回数
	人数
	回数
	人数
	回数

	4月
	15
	113
	10
	46
	4
	17
	13
	21
	4
	5
	13
	15

	5月
	15
	129
	12
	40
	4
	5
	15
	34
	2
	3
	15
	22

	6月
	16
	145
	11
	39
	4
	4
	14
	20
	3
	7
	16
	21

	7月
	15
	131
	11
	41
	7
	12
	9
	19
	5
	5
	15
	16

	8月
	15
	122
	11
	38
	8
	18
	8
	11
	4
	4
	15
	15

	9月
	15
	147
	11
	39
	4
	6
	3
	3
	2
	2
	16
	16

	10月
	15
	127
	13
	38
	7
	14
	4
	4
	2
	2
	15
	24

	11月
	15
	111
	12
	37
	9
	20
	0
	0
	2
	2
	15
	18

	12月
	15
	135
	14
	49
	9
	19
	15
	15
	2
	2
	15
	25

	1月
	15
	133
	13
	41
	15
	24
	7
	10
	2
	5
	15
	17

	2月
	15
	151
	13
	40
	15
	22
	5
	6
	2
	4
	15
	15

	3月
	15
	157
	13
	42
	15
	21
	4
	6
	3
	9
	15
	24


	合計
	181
	1601
	144
	490
	101
	182
	97
	149
	33
	50
	180
	228


・訓練内容は大きく生活技術一般・対人行動・健康管理（通院・服薬・病状や体調の自己管理）

日中の活動・就労・余暇活動に分類し、本人の目標や問題点にあわせて実施した。

・外泊も訓練の一環とし、本人の送迎等で来られた際に家族と情報交換を図った。

2－3　個別援助評価

・担当評価、評価会議（第2、4木曜日実施）は行われたが、評価尺度について一部未整理のものもあった。来年度は本人の退所後の生活を想定した評価を行うために、現在の生活能力を把握するための「1項目ごとに段階をおった評価尺度」を作成し、ケアマネジメントにおける評価の裏づけを明確にする。

2－4　個別以外の援助　

Ａ.ＳＳＴの実施

	月
	練　習　内　容
	月
	練　習　内　容

	4
	・何か別の事をしている人に話し掛ける

・目上の人に丁寧に話し掛ける
	10
	・相手のいいところを見つけよう。



	5
	・「みんなで話そう会」でうまく発表する

・駅で切符の買い方を尋ねる

・レジで料金や値段について尋ねる
	11
	・家族との会話（忘年会で発揮しよう）

	6
	・隣人に断り、ステレオの音量を上げる

・家族に言いづらいことを伝える

・親とケンカしない言い方
	12
	・スピーチについて

・年末、年始の過ごし方

	7
	・時間に遅れた時の断り方

・最近の悩み

（グループでディスカッション）

・言いにくいことを聞かれたらどうする？・兄弟を何と呼ぶか
	1


	・最近1ヶ月で「嬉しかったこと」

→外泊で家族に「嬉しかったことを伝える」

	8
	・感謝の気持ちを伝える

・言いづらいことを頼む

・お金をためるには？
	2


	・対人関係の自己評価

・新しい電話の使い方



	9
	・挨拶

・相手とうまく話すには

（視線や声の大きさ）
	3


	・会話のくせ

・電話で相手に用件を伝える



　　

・4～5人のグループで実施。共通課題に対する対処方法を他者と検討する中で、自分が実行

できそうな行動を練習し、ストレス対処・回避方法を支援した。練習内容に関しては、参加者から出された課題や問題点を中心として取り上げた。参加者から出ない場合は、面接等の内容から、場面を提案し行った。

・参加者には、終了後にＳＳＴノートに自己評価を記入していただき、1ヶ月終了後に担当職員と振り返りを行った。

・導入面接を実施し、目標・期間の設定を本人と一緒に行った。

Ｂ.グループ学習会の実施

	月
	学　習　内　容
	月
	学　習　内　容

	4
	・センター「花見」の参加について

・流し台「三角コーナー」の使い方

・物のやりとりについて

・冷蔵庫の使い方
	9


	第1部・2部共通

・あすなろ交流会座談会

	
	
	
	第1部・2部共通

・パソコンの使い方

	
	
	
	第1部・2部共通

・統合失調症について

	5
	・糖尿病について

・遠足について

・バス券について

・グループ学習会の説明
	10


	第1部・防災について

第2部・生活習慣病について

	
	
	
	第1部・2部共通

・重度医療の内容変更

	6
	第1部・2部（共通）

・食中毒について
	11

	・防災（地震災害）について

・ストーブの使用方法

・避難訓練を行うにあたって

・緊急時の対応

・遠足について



	
	
	
	

	
	第1部・バス券の更新について

第2部・冬物のしまい方
	
	

	
	
	
	

	
	・グループワーク　

第1部　～家族と暮らすこと～

第2部　～1人暮らしすること～
	
	

	
	
	
	

	
	第1部・肥満について

第2部・運動してみよう
	12
	・かぜの予防方法①、②

・水道管の水抜きの仕方

	7
	第1部・2部共通

・地域生活支援センターについて
	1
	・ノロウィルスについて

・手洗い、うがい、洗濯、掃除で予防しよう

	
	第1部・アパート暮らしについて

第2部・生活習慣病（高血圧）
	2
	・かぜ予防について（復習）

・貴重品管理

・自主活動の進め方



	8
	第1部・2部共通

・節約について
	
	

	
	第1部・2部共通

・あすなろ交流会準備
	3
	・冷凍保存について

・生活習慣病について



	
	
	
	

	
	第1部・2部共通

・マナー講座
	
	

	
	第1部・2部共通

・悪徳商法、詐欺
	
	


・共通のニーズを持つグループで学習する事で効果を高め、地域社会で生活する為の基盤作り

を行うことを目的として実施。6月から面談等で個人のニーズを把握し、援助計画に沿った学習会を提供するため、学習会を2部構成とし、本人がどちらかのテーマを選択・参加する形をとった。プログラムの評価・改善、月間計画は毎月第1木曜日の13：00～行った。

・学習したことを「実際に行う」機会が少なかったため、来年度は「体験学習」としてグループ学習で学んだことを体験する場を設ける。

Ｃ.調理教室の実施　

	月
	テーマ
	メニュー（グループ毎に決める）

	
	
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	4月
	味付けご飯

酢のもの
	・ﾁｷﾝｶﾂ丼


	・豚丼


	・炊きこみご飯

・きゅうりともやしの酢味噌あえ
	・親子丼

・わかめときゅうりの酢味噌あえ

	5月
	パン料理

スープ

	１日目

・ﾀﾏｺﾞｻﾝﾄﾞ

・ｻﾗﾀﾞ

・ｺｰﾝｽｰﾌﾟ

・ﾖｰｸﾞﾙﾄ

2日目

・ﾊﾟﾝでｸﾞﾗﾀﾝ

・卵ｽｰﾌﾟ

・ｺｰﾋｰｾﾞﾘｰ
	1日目

・ｻﾝﾄﾞｲｯﾁ

・ｺｰﾝｽｰﾌﾟ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾝ

2日目

・ﾊﾟﾝでｸﾞﾗﾀﾝ

・わかめｽｰﾌﾟ

・ﾏｶﾛﾆｻﾗﾀﾞ
	1日目

・ﾊﾟﾝでｸﾞﾗﾀﾝ

・ゆでたまご

・にらたまｽｰﾌﾟ

2日目

・ﾌﾚﾝﾁﾄｰｽﾄ

・豆腐ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ

・たまごｽｰﾌﾟ
	1日目
・ＢＬＴｻﾝﾄﾞ

・ｺﾝｿﾒｽｰﾌﾟ

・みかん（缶詰）

2日目

・ﾀﾏｺﾞｻﾝﾄﾞ

・ｺｰﾝｽｰﾌﾟ

・ｻﾗﾀﾞ

	6
	おにぎり

たまご料理
	1日目

・ふりかけおにぎり

・えのき茸のいり卵

・ｳｨﾝﾅｰ

・みそ汁

2日目

・味噌おにぎり

・だし巻き卵

・ｳｨﾝﾅｰ

・みそ汁
	1日目

・ふりかけおにぎり

・卵焼き

・ｳｨﾝﾅｰ

・みそ汁

・ﾃﾞｻﾞｰﾄ

2日目

・味噌おにぎり

・ｽｸﾗﾝﾌﾞﾙｴｯｸﾞ

・ｳｨﾝﾅｰ

・みそ汁
	1日目

・わかめおにぎり

・ゆでたまご

・にらたま汁

2日目

・まぜおにぎり

・ニラ卵とじ

・なめこ汁


	1日目

・まぜおにぎり

・目玉焼き

・みそ汁

2日目

・おにぎり

・にらたま

・みそ汁

・ｶｯﾄｽｲｶ

	7月
	惣菜
	1日目

・ﾁｷﾝﾋﾚｶﾂ

・ﾎﾟﾃﾄｻﾗﾀﾞ

2日目

・ｱｼﾞﾌﾗｲ

・春雨ｻﾗﾀﾞ


	1日目

・ぎょうざ

・ﾌﾞﾛｯｺﾘｰとﾏｶﾛﾆのｻﾗﾀﾞ

2日目

・ｱｼﾞﾌﾗｲ

・ｷｬﾍﾞﾂの千切り

・ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟﾙ
	1日目

・カツ丼

・みそ汁

・ﾖｰｸﾞﾙﾄ

2日目

・焼きぎょうざ

・玉子豆腐


	1日目

・天ぷらそば

・ゆでたまご

・ﾃﾞｻﾞｰﾄ

2日目

・ﾁｷﾝｶﾂｶﾚｰ

・わかめｽｰﾌﾟ



	8月
	ｽﾀﾐﾅ料理

手作りｻﾗﾀﾞ
	1日目

・野菜炒め

・ﾄﾏﾄｻﾗﾀﾞ

2日目

・焼肉

・ﾌﾞﾛｯｺﾘｰのｻﾗﾀﾞ

・ｷｬﾍﾞﾂｽｰﾌﾟ
	1日目

・焼肉

・ﾄﾏﾄ、ﾚﾀｽｻﾗﾀﾞ

・ｽｰﾌﾟ

2日目

・ﾚﾊﾞﾆﾗ炒め

・ﾄﾏﾄ、ﾚﾀｽｻﾗﾀﾞ


	1日目

・回鍋肉

2日目

・焼肉丼

・ｷﾑﾁ

・えのき茸ｽｰﾌﾟ
	1日目

・すき焼き

・野菜ｻﾗﾀﾞ

・わかめｽｰﾌﾟ

2日目

・焼肉

・野菜ｻﾗﾀﾞ

	9
	缶詰

ﾚﾄﾙﾄ食品
	1日目

・中華丼

・たまごｽｰﾌﾟ

・ﾌﾙｰﾂﾖｰｸﾞﾙﾄ

2日目

・ﾐｰﾄｿｰｽ

ｽﾊﾟｹﾞﾃｨｰ

・ｺｰﾝｽｰﾌﾟ

・ｻﾗﾀﾞ
	2日目

・ﾊﾝﾊﾞｰｸﾞ

　　　ｽﾊﾟｹﾞﾃｨｰ

・玉葱とﾜｶﾒｽｰﾌﾟ

2日目

・中華丼

・みそ汁

・ﾊﾞﾅﾅのﾖｰｸﾞﾙﾄあえ
	1日目

・ﾐｰﾄｿｰｽ

ｽﾊﾟｹﾞﾃｨｰ

・ｺｰﾝｽｰﾌﾟ

・桃のﾖｰｸﾞﾙﾄあえ

2日目

・すきやき丼

・なめこ汁

・大根の漬物
	1日目

・ﾅﾎﾟﾘﾀﾝ

・ｸﾞﾘｰﾝｻﾗﾀﾞ

・ｺｰﾝｽｰﾌﾟ

2日目

・ｶﾚｰﾗｲｽ

・わかめｽｰﾌﾟ

・桃の缶詰

	10
	魚介類


	1日目

・さんま定食

・ﾖｰｸﾞﾙﾄ

2日目

・ｲｶｽﾃｰｷ

・みそ汁

・もずく酢

・大根の煮込み
	1日目

・さば焼き定食

・ﾊﾞﾅﾅのﾖｰｸﾞﾙﾄ和え

2日目

・さんま定食


	1日目

・さけ定食

・めかぶ

2日目

・カレイ定食

・うの花


	1日目

・ｲｶｽﾃｰｷ

・みそ汁

・湯豆腐

2日目

・さんま定食

・もやしの炒め物



	11
	郷土料理
	1日目

・そばかっけ

・ホタテの

バター焼き

2日目

・たら汁
	1日目

・いかのたまり

　　　　　漬け

・ヨーグルト

2日目

・たらの

じゃっぱ汁
	1日目

・八戸らーめん

・ほうれん草の

　　　　おひたし

2日目

・すいとん

・ししゃも
	1日目

・八戸らーめん

・ぎょうざ

2日目

・すいとん

・ししゃも

	12
	鍋、煮込み
	1日目

・おでん

2日目

・煮込みうどん
	1日目

・鍋焼きうどん

2日目

・おでん
	1日目

・鍋焼きうどん

・もずく

2日目

・すきやき
	1日目

・すき焼き

2日目

・キムチ鍋

	1
	めん類
	1日目

・天ぷらそば

・いなり寿司

・ほうれん草の

おひたし

2日目

・らーめん

・ぎょうざ


	1日目

・やきそば

・野菜スープ

2日目

・カレーうどん


	1日目

・やきそば

・わかめスープ

・ﾊﾞﾅﾅのﾖｰｸﾞﾙﾄ

　　　　　　あえ

2日目

・らーめん

・ぎょうざ


	1日目

・山かけそば

・いなり寿司

・プリン

2日目

・ｽﾊﾟｹﾞﾃｨｰ

・サラダ

・スープ

	2
	鉄板料理

とあえもの


	1日目

・すき焼き

・きゅうりの

　　　あえもの

2日目

・ﾊﾑｴｯｸﾞ

・野菜炒め

・きゅうりの

あえもの
	1日目

・お好み焼き

・もやしの

　　　あえもの

・にらたま

　　　　スープ

2日目

・ちゃんちゃん

　　　　　焼き

・ほうれん草の

　　　あえもの
	1日目

・焼きそば

・いなり寿司

2日目

・お好み焼き

・酢味噌和え

・にらたま

スープ
	1日目

・焼きうどん

・白あえ

2日目

・ちゃんちゃん

焼き

・なめこ、大根おろし、きゅうりのあえもの

	3
	自由


	1日目

・カレーライス

2日目

・豚汁


	1日目

・お好み焼き

・ワカメスープ

2日目

・焼きそば

・ワカメスープ
	1日目

・焼き肉

・ワカメスープ

2日目

・焼きそば

・ほや


	1日目

・焼きうどん

・野菜サラダ

2日目

・ナポリタン

・野菜サラダ

・もやしスープ

	
	


・2日間での調理教室の実施で、「材料が余り無駄になる」「1回あたり材料費が安くなる」とい利点が生まれた。献立作りの時にアドバイスすることもあるが、殆どグループ内での話し合いで決定。「グループメンバー内で協力・考えていただくこと」を意識して取り組んだ。

・家族と同居の方や日常的に作る予定のない方・趣味として調理を行う方には、簡単な調理や惣菜の買い方の訓練になり、楽しく作って楽しく食べるプログラムとなっている。

・単身生活になる方は、楽しさの中から調理の基本（炊く・切る・焼く・煮る・炒める）や食事のレパートリーを学ぶことができた。

・単身生活になる方の食事の準備に関しては朝食を中心に個別援助を実施。昼食・夕食は退所後のスタイルに合わせ、自分で用意する方に関しては毎日自炊訓練を行った。

・食事に制限のある方は栄養士と連携を図って、適切な食事が摂れるように援助した。

2－5　新規利用者訓練プログラム

・新規利用者は5名。新しい生活環境に慣れて、自立に向けた生活リズムとスタイルを獲得

するために2～4週間で行った。その期間内に実際の生活力を判断し、訓練計画を立てた。プログラムは、新規利用者がある場合随時実施した。

2－6　退所援助プログラム

・退所者は2名。担当指導員が中心となってケアマネジメントを実施し総合評価を行い、今後の課題を整理し、退所後の生活環境や支援体制を整える準備を行った。退所後に中心となって支援する部署と連携を図り、ケア会議を開催した。

2－7　面接　
	
	人　数
	回　数

	4月
	15
	59
	

	5月
	15
	51
	

	6月
	16
	79
	

	7月
	15
	68
	

	8月
	15
	63
	

	9月
	15
	54
	

	10月
	15
	61
	

	11月
	15
	42
	

	12月
	15
	47
	

	1月
	15
	44
	

	2月
	15
	58
	

	3月
	15
	65
	

	合計
	181
	691
	


　　　

・担当職員が毎週１回以上個人面接を行い、個別に現在の状況・困っていること・悩んでいる

こと・将来について等、十分に話を聞き、必要な援助を行った。

・新規入所者には週末の面接で“1週間を振り返り”をし、「プログラム内容の確認・復習」を行った。

Ⅲ．プログラム・生活技術の評価

3－1　ケアマネジメントに関して

・ケアマネジメントを通じて、ニーズを具体的に把握し援助を行った。援助計画に関しては、援助が有効に働くように定期的に見直し、修正を行った。

3－2　新規入所者に関して

・青山荘に入所後、2～4週間を過ぎた方に対し、ケアマネジメントの様式を利用し訓練プログラムの計画（ケア計画）を立て、援助者が共通の理解を図って対応した。

3－3　ケア計画の見直し

・担当者評価と評価会議（第2、4木曜日）、訓練実施状況から必要に応じて見なおし・修正を行った。

3－4　退所に向けて

・退所プログラムを実施。訓練の総括を行いケア会議の準備・実施。支援ネットワーク構築、今後の主となる援助機関につなげた。

Ⅳ．家族援助

4－1　家族面談会の実施

	日　時
	参　加　家　族
	内　　　　容

	6/27（日）


	13家族

19名
	・家族面談


	

	10/16（土）


	8家族

9名
	・講義「服薬の基礎知識と家族援助」

　講師：青南病院薬局長　黒澤雅広先生
	

	2/20（日）
	6家族

9名
	・講話「地域生活で利用できる社会資源について」　

　地域生活支援センター　青明舎　大嶋　範子施設長

　　　　　　　　　　　　　　　　清水　博己

訪問看護ステーション　五福　　小松　健一管理者

　　　　　　　　　　　青山荘　壬生　洋
	


・「服薬に関する基礎的な知識」や「退所後に利用できるサービスや社会資源」などご家族の方からの要望をもとに実施。「再発のサインを見つけたらどうしたらよいか」「外出に外に出たがらず、引きこもってばかりいる」などの声が聞かれ、職員や他家族から意見・アドバイスが出された。

4－2　家庭状況の把握

・面会の際には家族から自宅での状況を伺い、家庭で生活を把握。外泊時に家庭訪問の機会を作り実際の家庭生活状況を確認。退所に向けての家族関係の調整を行った。

4－3　個人便り

・利用者の家族を対象に、利用者個別の状況を伝えた。便りは毎月発行。

4－4　家族療法の実施

・家族療法実施技術の研修へ参加。

　　

4－5　地域家族会の紹介　　

・地域家族会の施設見学受け入れた。

　

Ⅴ．職員の資質の向上

5－1　内部研修への参加

青山荘研修会

	日　時
	実　施　内　容
	講　師

	
	チャレンジド就業生活支援センターについて
	清水

	7月29日
	ＳＳＴ　ファーストレベル

ＳＳＴ普及協会認定指導講師による講習会（伝達講習）
	　　島田

	8月26日
	平成16年度精神科リハビリテーション研修

「家族心理教育」（伝達講習）
	松林

	9月23日
	ＳＳＴ経験交流ワークショップ　ｉｎ青森（伝達講習）
	松林

	9月30日
	平成16年度精神科リハビリテーション研修（伝達講習）
	島田

	11月25日
	ストレングス視点　～ケアマネジメントへの活用～
	壬生

	3月3日
	精神障害者と共に生きる地域社会を考える集い

（伝達講習）
	松林

	4月14日
	東北研修報告会
	壬生　島田


法人研修会

	日　時
	実　施　内　容
	講　師

	第1回

8月30日
	ボランティア導入とボランティアとの関わり
	八戸市社会福祉協議会

ふれあい福祉課

馬場　信一

	第2回

9月27日
	家族支援と家族の思い
	こだまの園　施設長

阿部　弘子

	第3回
10月28日
	4病院合同研修
	谷中輝夫氏



	第4回

11月3日
	高齢者福祉の現状とこれから求められるサービスとは
	県社会福祉協議会

専務理事

良原せつ氏

	第5回

3月2日
	「好感の持たれる話し方」

	Business＆マナー

秋元宏子氏


　　

外部研修
	日　時
	内　容
	場　所
	参　加　者

	7月17日～18日
	ＳＳＴ　ファーストレベル

ＳＳＴ普及協会認定指導講師による講習会
	盛岡市
	島田

	8月5日～6日
	平成16年度精神科リハビリテーション研修

「家族心理教育」
	青森市
	松林

	9月3日～4日
	ＳＳＴ経験交流ワークショップ　ｉｎ青森
	青森市
	松林、中嶋

	9月25日～26日
	平成16年度精神科リハビリテーション研修
	三沢市
	島田

	10月18日～20日


	平成16年度障害者ケアマネジメント従事者

フォローアップ研修
	青森市
	壬生

	11月25日～27日
	全国生活支援きのくに大会
	和歌山
	村田施設長

	1月27日
	平成16年度第4回地域保健関係者研修
	青森市
	松林

	1月29日～30日
	精神障害者の住まいと暮らしに関する研修
	神奈川
	松林

	2月22日
	精神障害者と共に生きる地域社会を考える集い
	弘前
	島田

	2月23日～25日
	第37回全国精神障害者家族大会東京大会
	東京
	村田施設長

	3月9日～11日


	四国視察研修
	高知

香川

徳島
	壬生、松林

	3月17日～18日
	東北研修

（授産施設、生活訓練施設、地域生活支援ｾﾝﾀ-）
	盛岡
	壬生、島田


Ⅵ．地域、関係機関への啓発活動と連携

Ａ.連携

6-1　医療機関への状況報告及び医療機関からの情報収集

・利用者の生活状況等を経過連絡票を毎月末日に医療機関へ送付し、情報提供。（変化のあるときは随時）、医療機関からは毎月１回受診同行時の状況等情報収集。また利用状況等を知らせ、新規利用者の確保に向けて働きかけた。

　　　・内科の疾患に関しては、内科主治医・精神科主治医との連携を図り、迅速に対応。

・主治医への報告等は、メール等も利用し迅速に行った。　　　

6－2　作業所・職親等の関係事業所等への連絡調整

　・作業所、職親事業所へは定期に訪問。作業状況等の情報収集を行った。

　・八戸保健所との連絡を密に行い、職親利用についての情報交換・支援を行った。

6－3　市町村との連携

　・精神保健福祉業務の市町村への移譲に伴い、市町村との連携を強化。

6－4　連絡調整会議

・医療機関、デイケア、作業所との連絡を密に行い、情報交換しより良い援助ができるよう努めた。

Ｂ.啓発活動

・講習会、研修会講師の依頼があった場合は依頼を受けた。

・ゴミゼロ運動等町内会の広報で呼びかけがあった活動に利用者や勤務の職員で参加。

Ⅶ．青森県精神障害者雇用促進事業

　・2名利用。利用者には毎朝ミーティングを行い体調・仕事内容を確認。状況は主治医へ報告。

　・平成17年3月31日終了。事務処理等滞りなく実施・終了。　　　　　

Ⅷ．その他

8－1　全体ミーティング（話そう会）

・毎月1回実施。

　・毎月「短期目標」を、翌月「達成度」を発表していただいた。また施設内設備・職員に対する「要望」「改善案」等もあげていただいた。

8－2　苦情処理体制

・苦情処理体制についての広告を施設内へ掲示、投書箱を設置した。今期苦情の申し立ては無かった。

8－3　自主活動の援助

・5月29日（土）　　遠足（バーデハウスふくち）

・7月17日（土）　　流しそうめん

・9月18日（土）　　焼肉バイキング

　・10月23日（土）　 せんべい汁、かぼちゃの煮物

・11月13日（土）　 遠足（しもだサーモンパーク）

・12月24日（金）　 忘年会

・2月11日（土）　　ボーリング大会

8－4　運営協議会

・8月9日（月）　 地域生活支援１

　・3月1日（火）　 地域生活支援２　　　　 　　　

8－5　非常災害対策

Ａ.消防訓練の実施

・8/26（木）　夜間想定で訓練実施（25名参加）。火災通報専用電話機・通報訓練。

　・11/25（木） 地震想定で訓練実施（19名参加）。地震避難に関する学習会

Ｂ.消防用設備の点検・報告

・自動火災報知設備・消火器・誘導灯・防炎関係（カーテン・ジュータン等）・火気取り扱い施設（ボイラー・燃焼器具等）について月１回の自主点検を実施。

・緊急時に職員間の連絡が迅速に図るため、コンパクトサイズの緊急連絡網を作成。

　・避難経路図を1階ホール、2階階段踊り場へ掲示。

　・八戸消防署へ「消防用設備等点検結果報告書」を提出。

平成１６年度　青風荘事業報告

精神障害者福祉ホームＢ型青風荘

施設長　秋山　欣也

【報告概要】

　　青風荘は精神障害者の社会復帰施設であり、長期在院患者の社会参加を援助するために、生活の場を与え、社会参加のための必要な指導や介助・支援等を行った。また、事業を実施するにあたり、利用者の生活全ての場面で人権を配慮し、利用者のプライバシー保護・基本的人権の保障を確保すると共に、利用者個々の主体性・考え方・性格等を尊重した上で、個人のニーズに合わせた指導や介助を実施し、地域社会の中で生活の質の向上を目指す援助を行った。
【報告項目】

　Ⅰ．利用者確保
  Ⅱ．入所者サービス
  Ⅲ．家族援助
  Ⅳ．教育

Ⅴ．精神障害者雇用促進事業
  Ⅵ．運営

　  
【計画内容】

　Ⅰ．利用者の確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（利用者数は毎月末現在）
	　

月
	　各月在所数
	　　入　　　所
	　　退　　　所

	
	男
	女
	計
	男
	女
	計
	受入先
	男
	女
	計
	　退所先

	４
	13
	６
	19
	０
	０
	０
	
	０
	０
	０
	

	５
	13
	６
	19
	０
	０
	０
	
	０
	０
	０
	

	６
	13
	６
	19
	０
	０
	０
	
	０
	０
	０
	

	７
	13
	６
	19
	０
	０
	０
	
	０
	０
	０
	

	８
	13
	６
	19
	０
	０
	０
	
	０
	０
	０
	

	９
	13
	６
	19
	０
	０
	０
	
	０
	０
	０
	

	10
	13
	６
	19
	０
	０
	０
	
	０
	０
	０
	

	11
	13
	６
	19
	０
	０
	０
	
	０
	０
	０
	

	12
	13
	７
	20
	０
	１
	１
	ケアホーム
	０
	０
	０
	

	１
	13
	７
	20
	０
	０
	０
	
	０
	０
	０
	

	２
	13
	７
	20
	０
	０
	０
	
	０
	０
	０
	

	３
	13
	７
	20
	０
	０
	０
	
	０
	０
	０
	

	計
	156
	76
	232
	０
	１
	１
	　　―
	０
	０
	０
	　　―


　　※月平均利用者数19.3人(前年度18.25人)　　　利用率96.7％(前年度91.25％)

平成16年12月末現在で入所者20名となり満床となった。新規利用者の内訳はケアホームから１名となっている。
Ⅰ－２.年間利用者状況　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１７年３月３１日現在）

	
	性別
	　病　名
	年齢
	利用期間
	保証人
	経済基盤

	1
	女
	統合失調症
	57
	2年10ヶ月
	兄
	障害年金2級　　　

	2
	男
	統合失調症
	62
	2年10ヶ月
	兄
	障害年金2級　　　

	3
	男
	統合失調症
	71
	2年10ヶ月
	兄
	障害年金1級　　　

	4
	女
	統合失調症
	61
	2年9ヶ月
	父
	障害年金1級　　　

	5
	男
	統合失調症
	68
	2年9ヶ月
	妹
	障害年金1級　　　

	6
	女
	統合失調症
	73
	2年8ヶ月
	甥
	生活保護　　　　　

	7
	男
	統合失調症
	66
	2年8ヶ月
	妹
	障害年金1級　　　

	8
	男
	統合失調症
	64
	2年7ヶ月
	兄
	厚生老齢年金　　　

	9
	女
	統合失調症
	73
	2年5ヶ月
	姪
	障害年金1級　　　

	10
	男
	統合失調症
	54
	2年4ヶ月
	兄
	障害年金2級　　　

	11
	男
	統合失調症
	72
	2年3ヶ月
	兄
	障害年金1級　　　

	12
	男
	統合失調症
	63
	2年1ヶ月
	父
	生活保護　　　　　

	13
	男
	統合失調症
	62
	2年1ヶ月
	姉
	生活保護　　　　　

	14
	男
	統合失調症
	29
	１年7ヶ月
	叔父
	障害年金2級　　　

	15
	男
	統合失調症
	61
	１年5ヶ月
	弟
	船員障害年金2級　

	16
	男
	統合失調症
	65
	１年5ヶ月
	兄
	障害年金1級　　　

	17
	女
	統合失調症
	69
	9ヶ月
	兄
	障害年金1級

	18
	女
	統合失調症
	66
	６ヶ月
	母
	生活保護　　　　　

	19
	男
	統合失調症
	63
	７ヶ月
	兄
	厚生年金2級　　　

	20
	女
	統合失調症
	71
	3ヶ月
	
	生活保護


　入所者20名の主な精神障害は統合失調症（精神分裂病）であり、平均年齢が64.3歳、男性平均年齢が61.5歳、女性平均年齢は67.1歳であり、60歳以上の入所者は17名で全体の84％を占める。
Ⅱ．入所者サービス
１．入所者支援計画

（1） アセスメント実施

　　・入所者１９名全員前期・後期計２回実施。（入所月より６ヶ月毎）

　　　各担当者が行なった後、カンファレンスで検討し最終的な評価を実施。

（２）入所者支援計画の作成

　　・アセスメントを基にカンファレンスにて次期支援計画を作成した。

　　・新規入所者１名（１回）と入所者全員前期・後期計２回実施。（６ヶ月毎）

２．入所者生活援助サービス

（1） 生活リズムの維持に対する援助。
· 起床・就床時間に関しては個人面談・全体ミーティングを通じて重点的に指導した。

（定時就床・起床出来ない方が２名）

・デイナイトケアへの通所は習慣化され、全員拒否なく継続的に通所できている。

　　

(1) 通院服薬の継続。

・個人毎の定期外来通院予定表を作成した。

・外来受診時までに入所経過報告書（生活状況書）を提出し、診察時の参考資料とした。

　　・個人の服薬状況確認表にて服薬確認を行った。（今年度より４名自己服薬管理導入し、1名途中で拒否した為、現在自己服薬管理者７名）
　　　

(2) 身体保清の維持に関する援助。
· 入浴予定表の掲示により入所者の方々が入浴日の確認が出来ている。

· 入浴時に着替えができているか確認し、不備な場合は着替えの準備などの支援を行った。

（声掛け、確認が必要な方３名。要介助者２名）

· １人で洗髪や体をきちんと洗えない入所者に対して入浴介助を行った。（要介助者２名）

　　

(3) 自室清掃・洗濯に対する援助。
· 自室清掃は毎週土・日のＡＭに施設内放送で呼びかけ部屋訪問をし確認、及び指導・支援を行った。（現在、立会い・支援が必要な方６名）

· 洗濯は入浴日の翌日（休日の入浴日は当日）に行う様に習慣づける為その都度声掛けし、時には部屋訪問時に汚れ物の確認をして不十分な場合は職員同伴で行った。（自主的に実施できない方に関しては、入浴後に汚れ物を各々の洗濯カゴに区別し、翌日の勤務者が洗濯指導にあたった。現在、声掛け・支援が必要な方４名）

（５）健康管理・体力維持の援助を行う。
1 毎月体重測定にて体重確認を行った。ＢＭＩ25％以上の方（９名）には間食についての指導を継続的に行なった。現在目立って増加傾向にある方はいないが、減少している方もいない。

　　②　外での歩行運動に関しては利用者の方々の拒否や理解が薄く、継続的に行えなかった。

③　デイナイトケアに於いては運動プログラム作成してもらい、継続的にアプローチした。

4 肥満及び生活習慣から発生する病気についての学習会をデイナイトケアのプログラムに組み入れて行った。

5 糖尿病の方は毎月の血糖値管理・カロリー管理（おやつ管理）を実施した。

　　

（６）買物・金銭管理の援助を行う。
①　現金の使用については全員問題なく行えているが、５名位の方は１円・５円玉をうまく使えず溜め込んでいる方がいる。

2 一回の買物同伴は１～２名で行った。

3 買物同伴の際には事前に購入したい物品を確認して商品選択のアドバイスを行った。（特に肥満者に対して）

　　

(７)社会資源の活用についての援助
1 交通機関の利用については衣類購入を通じて１５名の方の支援を行った。（路線バス利用、１名の方は拒否、現在４名の方が単独にて街まで路線バスを利用できる。）

2 市役所での重度医療償還払い手続き、バス券更新などについて同行して援助を行った。（10名）

3 銀行での金銭引き落とし、及びＡＴＭ利用について同行して支援を行った。（１５名実施。現在単独利用者５名。）

　

（８）余暇活用についての援助

· 毎週日曜日のＰＭを利用してビデオ上映会を実施。参加は自由としているが出来るだけ声掛けし参加していただいた。（平均参加率１０～１２名）

（利用者からの要望を聞いてビデオを準備した）

３．面接
(１)個人面接
· 週１回以上は各担当者により個人面接を行ない、日常生活に於いて困っていること・悩んでいること・将来について等の話を聞き、必要に応じた援助を行った。

(２)部屋訪問
· 週１回各担当者により部屋を訪問し、部屋の使い方や生活状況を確認し必要な援助をその場で共に行った。

４．年間行事予定

	
	月
	　   　　　　行　　事　　　内　　　容
	

	
	4月
	・花　見（新井田公園）
	

	
	  5月
	・バスハイク（遊覧船乗船、マリエント見学）
	

	
	  6月
	・間木ノ平グリーンパーク
	

	
	  7月
	・サクランボ狩
	

	
	8月
	・三社大祭見学（お祭広場）
	

	
	9月
	・バーベキュー（青風荘にて）
	

	
	10月
	・バスハイク（小岩井農場）
	

	
	11月
	・日帰り温泉旅行（六戸アクアセラピーモリランド）
	

	
	12月
	・クリスマス会
	

	
	1月
	・ボーリング大会（ワヤマボウル）
	

	
	2月
	・えんぶり見学
	

	
	3月
	・日帰り温泉旅行（ステラマリンたねいち）
	


　・この他、各月１回「調理会」を実施した。（メニューとして、すいとん・お好み焼き・豚汁・せんべい汁・カレーライス・ちらし寿司等）

５．全体ミーティングの実施（自治会活動）

· 毎週日曜日のＡＭに実施。

（現在利用者様９名がその司会を行なっている。）　

Ⅲ．家族援助                                                                      
　１．家族面談の実施                                                                 
· ６月と11月に全家族へ文書送付し、これまで１５家族実施した。

　２．広報誌の作成（青風荘だより）

· ７月と12月の２回全家族送付済み。

Ⅳ．教　育                                                                 
　１．内部研修会への参加

　（１）青風荘研修会                                                          
	   
	
	   　月日
	           内　　　容
	　　担　当

	
	1
	４月
	精神障害者福祉ホームＢ型の役割りについて
	　　長谷部

	
	2
	５月
	精神疾患の理解
	　　秋　山

	
	3
	６月
	精神障害者とのコミュニケーションのとり方
	　　秋　山

	
	4
	７月
	生活習慣による疾病について
	　　小　坂

	
	5
	８月
	ピアカウンセリングについて
	　　水　野

	
	6
	９月
	緊急時対応の処置
	　　秋　山

	
	7
	10月
	施設サービス共通評価基準の理解
	　　長谷部

	
	8
	11月
	老人保険制度について
	　　水　野

	
	9
	12月
	介護保険制度について
	　　秋　山

	
	10
	1月
	精神障害者が使える制度
	　　長谷部

	
	11
	　　２月
	接遇について
	　　小　坂

	
	12
	　　３月
	事例検討
	　　水　野


   ・スタッフの人数が少ない為、夜勤明け以外は全員参加してもらった。（公休も参加）

　（２）法人研修会

　　・勤務上支障のない時は全て出席した。参加率100％

	
	研　修　内　容
	講　　師

	第1回
8月30日
	「ボランティア導入とボランティアとの関わり」
	馬場信一氏

	第2回
9月27日
	「家族の思いと家族支援」


	阿部弘子氏



	第3回
10月28日
	４病院合同研修


	谷中輝雄氏



	第4回
11月3日
	「高齢者福祉の現状とこれから求められるサービスとは」
	良原せつ氏



	第5回
3月2日
	「好感の持たれる話し方」


	秋元宏子氏




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）業務分担表の作成（週間業務予定表）

　　　・予定通り週間単位で継続的に作成し、各スタッフ間の業務調整を図った。

　

Ⅴ．精神障害者雇用促進事業

　・業務内容確認表を作成。

　　・４月より12月まで１名採用した。

Ⅵ．運営
　１．非常災害対策                                                                 
　　１）消防訓練の実施

・夜間想定で７月19日に避難訓練を実施。

（入所者19名、職員２名で実施。所要時間３分35秒）

・日中想定で11月24日に避難訓練を実施。

（入所者19名、職員３名で実施。所要時間２分56秒）
　　

２）消防用設備の点検・報告

　・自動火災報知設備・消火器・誘導灯・防炎関係（カーテン・じゅうたん等）・火気

　　取り扱い施設（ボイラー・燃焼器具等）について月１回の自主点検を行った。

・４月始めに16年度分の消防用設備等点検結果報告書・点検記録表・自主点検票

を消防署へ提出。

２．補助金関係

１）運営費補助金事務

1 ６月　運営費補助金に関する県精神保健福祉班による事業計画ヒアリング後、

　　　　　　　　　　申請書提出

2 四半期事業報告提出　第一四半期(７月２０日)・第二四半期(１０月２０日 )

　　　　　　　　　　　　第三四半期(１月２０日)
3 県障害福祉課実地指導：11月19日に実施。

（指摘項目）

　　　　　　　○男女雇用機会均等法第21条により、セクシャルハラスメントに関する規定を作成すること。

○生活環境の確保：居室でのプライバシーが守られるよう対処する事。

（上記いずれもH17年2月8日に文章にて改善報告書提出

平成16年度　青明舎事業報告

地域生活支援センター青明舎事業報告

施設長　大嶋範子

【報告概要】

　地域で生活する精神障害者の日常生活の支援、日常的な相談への対応や、ニーズの高い就労に対し、専門性を活かした支援を行った。今年度は特に障害者の就労支援にも重点を置き、青森県障害者雇用施策である、青森県チャレンジド雇用就業支援特別事業の委託を受けた。

また、地域交流活動を行うことにより、精神障害者の社会復帰と自立、社会参加の促進を図る事を目的とし、事業展開を行った。

【報告項目】

　Ⅰ．日常生活の支援

　Ⅱ．就労支援

Ⅲ．自主的活動の支援

　Ⅳ．ボランティア活動の支援

　Ⅴ．地域交流・啓発活動

　Ⅵ．関係機関との連携

　Ⅶ．職員の資質の向上等

　Ⅷ．電子ファイルの導入

　Ⅸ．青森県雇用促進事業

　Ⅹ．施設運営
【登録者状況】

　○新規登録者  ７名、登録解除者  ９名（登録者総数５５名）

関係機関との連携等により利用者の拡大を図った。また、入院加療・施設入所の為の登録解除、１年間以上利用のない方を対象に整理を行った。

1 新規登録者内訳

	
	相談経路
	合　計

	
	病院
	施設
	その他
	

	男
	1
	2
	0
	3

	女
	2
	2
	0
	4

	合　　計
	3
	4
	0
	7


2 登録者住所

	所在地
	男　性
	女　性
	合　計

	八戸市
	25
	20
	45

	三戸郡三戸町
	1
	0
	1

	三戸郡福地村
	0
	1
	1

	三戸郡五戸町
	1
	1
	2

	三戸郡南部町
	2
	0
	2

	三戸郡名川町
	1
	1
	2

	上北郡下田町
	1
	0
	1

	上北郡百石町
	1
	0
	1

	合　　計
	32
	23
	55


3 登録者生活状況

	生活状況
	男　性
	女　性
	合　計

	単身生活
	17
	7
	24

	家族同居
	12
	12
	24

	施設入所(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ等)
	3
	4
	7

	合　　計
	32
	23
	55


4 経済状況（＊重複項目あり）

	経済状況
	男　性
	女　性
	合　計

	年金受給
	29
	16
	45

	生活保護受給
	5
	7
	12

	就労(福祉的就労含む)
	13
	0
	13

	家族援助
	2
	2
	4

	合　　計
	49
	25
	74


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成17.3.31現在）

Ⅰ．日常生活の支援

　　　生活の基本である住居、就労、食事等日常生活に即した課題に対し、個別・具体的な援助を行い、生活技能や対人関係に関する支援・援助を行った。

利用状況

	
	食事
	入浴


	憩い

の場
	来所

相談
	電話

相談
	訪問


	同行


	余暇

活動
	合計



	４月
	161
	150
	42
	83
	114
	49
	4
	74
	677

	５月
	143
	127
	55
	70
	114
	29
	3
	19
	560

	６月
	155
	152
	70
	68
	99
	28
	0
	22
	594

	７月
	147
	167
	65
	61
	138
	21
	1
	17
	617

	８月
	117
	151
	61
	68
	120
	26
	1
	19
	563

	９月
	139
	135
	44
	45
	106
	50
	4
	10
	533

	10月
	134
	132
	35
	50
	99
	37
	2
	7
	496

	11月
	103
	120
	39
	60
	118
	44
	6
	8
	498

	12月
	129
	150
	61
	64
	115
	56
	6
	11
	592

	１月
	110
	120
	59
	46
	52
	51
	2
	9
	449

	２月
	115
	106
	61
	48
	68
	60
	3
	4
	465

	３月
	136
	123
	72
	57
	63
	49
	4
	4
	508

	合計
	1589
	1633
	664
	720
	1206
	500
	36
	204
	6552


1） 食事の提供（１５８９件　前年：１９０１件）　

前年に比べ約２割減。単身生活者で自炊を試みる方が増えた事が考えられる。

2） 入浴（１６３３件　前年：１４１４件）

前年に比べ約１割増。

3） 憩いの場（６６４件　前年：１００９件）

前年に比べ約３割減。利用者がＤＶＤ鑑賞の為に利用したり、待ち合わせ場所に利用したり、お互いが交流を図る場として利用していた。

4） 相談（来所相談７１８件・電話相談１０７８件　

前年：来所相談４５５件・電話相談７９６件）

	相談内容
	来所相談
	電話相談

	生活
	371
	554

	就労
	84
	36

	医療
	6
	26

	対人関係
	1
	12

	社会保障
	11
	4

	社会資源
	5
	1

	その他
	240
	445

	合　　計
	718
	1078


　　　「生活」「就労」という相談の増加が顕著である。

5） 訪問（５００件　前年：４３２件）

　　　①訪問種別

	
	生活状況の把握
	病状の把握
	安否確認
	就労
	その他
	合　計

	男
	231
	5
	4
	6
	11
	257

	女
	218
	5
	6
	0
	14
	243

	合　計
	449
	10
	10
	6
	25
	500


　　　②訪問地域別

	
	八戸市
	三戸郡
	上北群
	三沢市
	合　計

	男
	250
	3
	3
	1
	257

	女
	228
	15
	0
	0
	243

	合　計
	478
	18
	3
	1
	500


　　　グループホーム、単居のアパート（青山荘退所者）、周辺町村在住の登録者への訪問を行った。今年度は青山荘退所者で単身生活を送る方が多く、訪問による生活支援が多かった。訪問での様子等は主治医や関係機関（者）にも伝えた。

６）支援同行（３６件　前年：５３件）
　　　青山荘退所者で単身生活を送る方の各種手続き等を一緒に行った。

7） 余暇活動

　　　レクリエーション等利用者の自主的な活動、地域住民との交流を図るための場を提供する。

　　　今年度は土・日曜日を利用して下記プログラムを行った。

　　　昼食・夕食を作ろう、では

	実施日
	実施プログラム
	回数
	場　　所
	参加者
	前年

	第４週土曜日
	映画研究会
	８回
	活動室
	３２名
	４４名

	毎週日曜日
	昼食・夕食を作ろう
	１５回
	活動室
	７４名
	５９名


· 参加者数は延べ数

その他の事業

	実施日
	内　容
	場　所
	参加者

	４月２５日
	花見
	弘前城公園
	４９名

	　６月　６日
	田面木クリーン作戦
	田面木地区
	４６名

	７月２４日
	青明祭
	活動室前他
	１０５名

	８月２７日
	あすなろ交流会
	八戸工業大学
	６名

	　１１月１４日
	晩秋の温泉旅行
	繋温泉「湖山荘」
	２１名

	１０月３１日


	田面木クリーン作戦２

（雨天の為、「交流会」に変更）
	活動室
	１７名

	１２月２５日
	餅つき大会
	活動室
	７５名

	１月２日～３日
	新年を楽しもう
	活動室
	１９名


７）場の提供

　・セルフヘルプ活動は８回、６５名参加。昨年と比べ１００名程の減少。

　・地域交流は、納涼祭での参加数は１０５名。昨年と地域住民参加数を比べると、４

１名増加。

　・活動室は、夏季期間１９時まで憩いの場として開所した。その結果、土日の食事作りの参加者が昨年より１５名増え、着実に定着してきているといえる。

８）生活情報の提供

　・パソコン、インターネットでのアパート・求人情報利用サービスを行った。

　・アパート・医療福祉情報〈新聞切り抜き等〉の収集を行い、来所者が閲覧できるようにした。求人情報はハローワークからの収集により、利用者へ提供した。

９）ケアマネジメント

・利用者に対し、生活支援について協議した。今年度は、入院中の段階からかかわることができたケースが１件あり、そのような関わりが今後も求められる。

・集中的支援が必要な方へは、定期的に行えたが、その他見直し時期にあった利用者へのケアマネジメントが十分に行えなかった。

Ⅱ．就労支援

　　利用者の関心、ニーズの高い就労問題に対し、専門性を活かした支援を行った。

　ジョブコーチ支援（５件）

１）障害者支援　２）家族支援　３）事業主支援

　　　障害者職業センターからのジョブコーチ支援の依頼に対し、職業カウンセラーと連携をしな

がら、支援を実施した。

4） 青森県チャレンジド雇用就業支援特別事業（新規；青森県補助事業）

（1） 支援対象障害者の把握等

　　　障害者、家族、関係機関等からの相談に応じ、当該障害者の状況やこれまでの経歴、就業経験等、相談に係る問題点について記録し、把握した。

　　　障害者からの就職希望があり、これについて支援が必要である障害者について登録を行

った。

	
	知的障害
	身体障害
	精神障害
	合　計

	把　　握
	21
	6
	29
	56

	登　　録
	7
	2
	18
	27


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成17.3.31現在）

（2） 支援対象障害者に対する指導・助言

	相談内容
	知的障害
	身体障害
	精神障害
	合　計

	就職に関する事
	58
	12
	128
	198

	職場定着に関する事
	2
	0
	47
	49

	生活に関する事
	7
	0
	14
	21

	就業及び生活にわたる事
	1
	0
	5
	6

	その他
	41
	1
	18
	60

	合　計
	109
	13
	212
	334


　　　　　

	相談経路
	知的障害
	身体障害
	精神障害
	合　計

	来所相談
	29
	6
	98
	133

	電話相談
	25
	5
	66
	96

	家庭訪問による相談
	2
	0
	8
	10

	入所施設訪問による相談
	18
	0
	2
	20

	職場訪問による相談
	20
	0
	8
	28

	その他
	15
	2
	30
	47

	合　計
	109
	13
	212
	334


（3） 関係機関との連絡調整

	関係機関との連絡調整（件）


	連絡会議
	3

	
	職業評価
	1

	
	ケース会議
	3

	
	拡大ケース会議
	1

	
	その他
	4

	
	合　計
	12


　　　　利用者の状況に合わせ、関係機関を招き会議を行った。

　　　　

（4） 基礎訓練の実施

	
	知的障害
	身体障害
	精神障害
	合　計

	基礎訓練（人）
	4
	0
	6
	10


小規模作業所、精神障害者社会適応訓練事業（５名）の制度を活用し、実施した。実施中に、電話や訪問等で支援対象者の状況を把握し、支援対象者への助言や直接的な支援を行い、訓練の効率アップを図った。また、精神障害者ジョブガイダンスで１名（精神）実施し、同行した。
（5） 職業準備訓練のあっせん

職業準備訓練のあっせんは、対象者がなく、行わなかった。

	
	知的障害
	身体障害
	精神障害
	合　計

	職場実習（人）
	5
	0
	2
	7


職場実習場所３件を確保した。職場実習の受け入れ可能な事業所を５件、その中で実習

をしてみなければ雇用するかしないかは分からない、という事業所が３件。職場見学、

体験実習、職場実習という流れで実施し、いずれも相談員が同行している。

（6） 就職活動の支援

	就職活動支援
	知的障害
	身体障害
	精神障害
	合　計

	支援実人数
	17
	8
	48
	73

	就職活動支援（件）
	26
	11
	56
	93

	就職者
	1
	0
	6
	7


支援内容は、求人情報の提供、履歴書の書き方、面接練習、面接の同行等で、殆どの支援が面接の同行である。面接の場で、事業所に対し障害特性についての説明を行ったり、各種制度について説明を行った。

（7） 職場定着支援

	指導・助言（件）


	知的障害
	0

	
	身体障害
	0

	
	精神障害
	23

	
	合　計
	23


在職中の支援対象者は全て精神障害者で、来所又は電話での相談を受け、助言を行った。また、事業所を訪問し、支援対象者の仕事の状況を把握した。生活面では、アパートや自宅への訪問を行い、生活状況の把握を行った。精神障害者の職場定着支援は、職務についての支援というのは殆どなく、対人関係についての事など主に生活面に重点を置いて支援を行った。

離職者は７名、理由は５名が契約期間終了、２名が事業所の都合となっている。
（8） 事業主に対する指導・助言

　　　　　相談回数　１１２回

	相談経路
	知的障害
	身体障害
	精神障害
	合　計

	電話相談
	6
	0
	34
	40

	メール相談
	0
	0
	3
	3

	事業所訪問による相談
	15
	1
	44
	60

	その他
	0
	1
	8
	9

	合計
	21
	2
	89
	112


ハローワークからの求人をもとに事業所を訪問し、障害者雇用についての働きかけを行った。また、事業所を訪問した際に、各種制度の情報を提供した。指導・助言の実施方法としては、事業所を訪問しての相談の５４人と、電話相談の３５人とが大部分を占めている。事業所と支援対象者をマッチングする際には、登録者の半数以上が精神障害者なので、９割が精神障害者についての指導・助言になった。
（9） 障害者雇用支援者の活用

ボランティア講座を開催したり、地域の作業所等で研修会を開催した（計５回）。また、就労支援ボランティアの希望者が２名いたが、実際に活用することはなかった。

5） 職場開拓

ハローワークからの求人情報を基に、職場開拓を行った。事業所には、障害に理解をもってもらう為に、職場訪問や電話での働きかけを行った。

6） 関係機関との連携

障害種別又は、個人に合わせて関係機関と連携をとりながら、就労支援を行った。
Ⅲ．自主的活動の支援

セルフヘルプグループ活動の支援

８回の開催　→　６５名参加（前年：１１回の開催→１７７名参加）

	日時
	内容
	参加人数

	４月１０日
	セルフヘルプグループ定例会
	９名

	６月１２日
	〃
	１０名

	７月１０日
	〃
	１２名

	９月１１日
	〃
	８名

	１１月２０日
	〃
	６名

	１２月１１日
	〃
	１１名

	１月８日
	〃
	５名

	３月１２日
	〃
	４名


Ⅳ． ボランティア活動の支援   
６回目の「精神保健福祉ボランティア講座」を終え、現在６６名がボランティア登録しており、講座終了後も青明舎行事を通してボランティアのフォローアップに努めた。併せて青森市で開催された「ボランティア交流会」に５名が参加し、研修を通しボランティア同士の交流も深められ、個人のボランティア活動の啓発も行った。講座の参加者募集には、昨年度同様に八戸市の広報紙を活用。併せて周辺町村の広報紙と八戸テレビ、ＮＨＫラジオを利用した。

１．精神保健福祉ボランティア講座プログラム

	回・日時
	内容
	講師

	１回　　９月３日(金)
	オリエンテーション

講義：「精神障害者の現状と課題」
	大嶋

三戸健康福祉子どもセンター

	２回　９月１０日(金)
	講義：「地域づくりとボランティア」

ビデオ～今日の精神科入院医療～
	八戸市社会福祉協議会

青明舎職員

	３回　９月１７日(金)
	ビデオ～孤独な病と向き合って

グループワーク（当事者交流を通し、ボランティアの役割を考える）
	青明舎職員

	４回　９月２４日(金)
	体験学習（施設見学）
	青南病院、青山荘、うみねこ幸房、青明舎職員

	５回　１０月１日（金）
	体験発表（当事者、ボランティア登録者）

レクリエーション
	青明舎利用者、ボランティア登録者

青明舎職員

	６回　１０月８日（金）
	講義：「障害者の就労支援」

講座のまとめ

閉講式
	チャレンジド就業サポートセンター

青明舎職員


２.地域におけるボランティア活動の提供。　　　

青明舎主催の行事に、延べ８５名のボランティアが参加。

Ⅴ．地域交流･啓発活動

・セミナーの開催

　一般市民への啓発活動の一環として精神保健福祉セミナーを開催した。

　（２月２６日　講師：石神文子氏　於：総合福祉会館）

・地域住民参加行事の開催

近隣住民に対し、ポスターの掲示・チラシを配布し参加を呼びかけた。その結果、青明舎に関心をもった住民の方数名が、行事参加へとつながった。延べ８９名の地域住民が参加し、昨年より２０名程増加。

・運営協議会は８月９日、３月１日実施

・ウルスラ学院体験学習の受け入れ(１２月３日)、ウルスラバザーへの参加

　　１９名の高校生が参加しゲームやフリートークで交流した。学生からは「普通の人と変わらな

い」「楽しかった」との感想があり、後の青明舎行事へのボランティア協力にも繋がった。また、

ウルスラバザーへも出展し作品を展示した。

・近隣町村からの相談、家族会懇親会など積極的に参加した。

・ボランティア講座参加者募集の宣伝方法として、八戸市、周辺町村広報紙・八戸テレビ・

ＮＨＫラジオを活用した。

・機関紙の発行（年４回）

発行日：平成１６年５月１日、平成１６年９月１日、平成１６年１２月１日、

平成１７年２月１日

発行先：登録利用者・ボランティア等

	実施日
	内容
	場所
	ボランティア参加者

	４月２５日
	花見
	弘前城公園
	２５名

	　６月　６日
	田面木クリーン作戦
	田面木地区
	７名

	７月２４日
	青明祭
	活動室前他
	１４名

	　１１月１４日
	晩秋の温泉旅行
	繋温泉「湖山荘」
	２０名

	１０月３１日


	田面木クリーン作戦２

（雨天の為、「交流会」に変更）
	活動室
	４名

	１２月２５日
	餅つき大会
	活動室
	１５名

	
	
	
	　　　　計　８５名


Ⅵ．関係機関との連携

　　　登録者の状況を関係機関へ毎月提供し、その都度の情報提供も迅速に行った。また、新たに薬局への情報共有として、毎月末にメールでの情報共有を行った。

　　　市町村等関係事業への協力

　　　・八戸保健所ボランティア育成協議会、ボランティア交流会への出席・参加
　　　・福地村家族会の施設見学受け入れ（施設説明など）

　　　・南郷村精神障害者家族懇親会

　　　・障害者雇用優良事業所見学会参加

Ⅶ. 職員の資質の向上

　　　内部研修は青山荘と共催で開催した。外部研修にも積極的に参加した。

	実施日
	内容
	場所
	参加者

	７月14～17日
	第３２回日本精神病院協会､精神医学会
	神戸
	大嶋、壬生、清水

	７月29～30日
	第３２回　日本職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会
	広島
	清水

	８月５～６日
	精神科リハビリテーション研修
	青森
	竹村

	８月２８日
	リハビリテーション研究会研修
	青森
	大嶋

	９月１７日
	チャレンジドフォーラム
	青森
	清水

	10月12～13､18～20日
	平成16年度ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ従事者研修
	青森
	竹村

	10月18～20日
	平成16年度ｹｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修
	青森
	大嶋

	11月16～18日
	ＡＣＴ研修
	東京
	大嶋

	11月21～23日


	日本精神保健福祉協会　第５回基礎コース研修
	栃木
	中嶋

	３月４～７日
	障害者職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ実践セミナー
	千葉
	竹村

	３月８～11日
	四国視察研修
	四国
	大嶋、清水

	３月17～18日
	東北視察研修
	岩手
	竹村、中嶋


Ⅷ．電子ファイルの導入

　　　　利用登録者管理についてはデータベースを用いて作成。毎月の利用状況の把握をおこなった。

　

Ⅸ．青森県精神障害者雇用促進事業

　　　１名利用

　　

平成１６年度　五福事業報告

訪問看護ステーション五福

主任　小松　健一

【報告項目】

　　1．利用者の立場に立ったサービスの提供

　　2．経営基盤の確立と円滑な運営を図る

　　3．書式・記録類処理の業務手順の見直し

【報告内容】

１．利用者の立場に立ったステーション運営を目指す。

１）利用者個々の応じたサービスの提供。

インテークや初回訪問時には経験豊かなスタッフが訪問し、本人や家族の要望等を充分に把握し、課題を分析しながら看護計画を立案して訪問看護を展開したが、スタッフの異動や離職があり、利用者の要望に充分応える事が出来ないケースもあった。特に緊急での訪問依頼がある場合には、すぐに向かえる体制は取れていなかったため、利用者の訪問日や時間を調整する事が何度かあった。

　　　　２）介護保険事業に伴うサービスの提供。

　　　　　　　　新規の介護保険利用者は２名しか確保出来ず、終了者は６名を数えてしまった。新規利用者の開拓が不充分であり、介護サービス以前に利用者確保が急務となっている。

　　　　３）医療機関、施設とのネットワークづくり

古いパンフレットではあるが、配布した効果があり、他の病院からの利用者紹介を受ける事が出来た。利用者の状況に応じて適切な連携を図る事により、今後も新規に紹介してもらえるよう、信頼される訪問看護の実践を心掛けていく事が必要である。

　　　　４）効率のよい訪問看護体制

　　　　　　　　運行する車輌が２台のうちは中々進まなかったが、３台が稼動するようになり、下半期からは地域毎に同一曜日にする等の効率化が進んできた。今後も新規利用者等の居住地や受診曜日を考慮して、移動時間・燃料費の削減に努めていく。

２．経営基盤の確立

　　　　　　訪問状況（表１．参照）
　　　　　　　　月平均１６１.８件(対前年比６４.３％)　　　年間累計　　１,９４２件
　　　　　　利用状況（表２．参照）
　　　　　　〇登録者数（３月末現在） 　　　
　　　　　　　　　　　精神　　　　　４７名　　　　老人　　　７名
　　　　　　　　　　　介護　　　　　　６名　　　　一般　　　０名　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　６０名
　　　１）利用者の確保及び利用者１人当たりの訪問回数を増やす。

　　　　利用者登録数は訪問看護スタッフの減少から、デイケア等に通所している方々に当面休んで頂く事態となり、スタッフ確保が上手く行かないまま利用者には迷惑をかける状況（毎週の訪問から隔週の訪問に変更）が続いてしまった。また、障害年金の格下げから収入減となり、利用料を負担出来ないとして訪問看護終了に至るケースもあった。　　　　

訪問実績も前年実績を大幅に下回る状況が続いている。新規利用者の確保や、従来の利用者で休んで頂いている方の再開など、訪問実績の向上が必要である。

　２）地域医療機関との連携

　　　　現利用者の訪問に終始し、介護保険の利用は減少となった。各医療機関や在宅介護支援事業所にピーアールをして、一人でも多くの利用者を確保していく必要がある。

　　　３）各会議の実施

　　　　　　ケースカンファレンスの実施は上半期に於いては予定通りには出来なかったが、下半期にはある程度実施する事が出来た。利用者個々の状況把握や対応について共通の理解を図るため、当初の計画通りにすすめていく必要がある。

　３．書式・記録類処理手順の見直し

　　　　　　不都合が生じた書式、内容の工夫が必要な書式等がある時は、その度に見直しを図り効果的で使い易い書式を随時見直している。

　

表１．訪問実績（件）

	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	15年度
	258
	282
	258
	285
	256
	258
	271
	240
	250
	212
	218
	234

	16年度
	154
	164
	172
	175
	158
	158
	133
	155
	172
	159
	163
	179


年間合計訪問件数１,９４２件、月平均訪問件数１６１.８件

　　　　　　登録者は前年度より１０名の減少。また、月１回の訪問利用が２名、月２回が２５名で、両者合わせて４５％を占め、訪問実績に反映されにくい状況が続いている。又、利用者の年齢が次第に高くなり、老人保険の割合が増えてきている。

表２．保険別登録者推移（名）

	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	精神
	４１
	４２
	４２
	４３
	４２
	４３
	４２
	４６
	４５
	４５
	４６
	４７

	老人
	５
	５
	５
	６
	６
	６
	６
	６
	６
	６
	６
	６

	介護
	１１
	１０
	１０
	　９
	　９
	　９
	　７
	　６
	　７
	７
	　７
	　７

	一般
	１
	１
	１
	１
	１
	１
	１
	１
	１
	１
	１
	０

	合計
	５８
	５８
	５８
	５９
	５８
	５９
	５６
	５９
	５９
	５９
	６０
	６０


注　各月末現在の登録者数
平成１６年度　うみねこ幸房　事業報告

共同作業所　うみねこ幸房

指導員　佐藤　裕子

【報告概要】

　就労を目標とした方々に、作業訓練を通じたリハビリテーションとして支援を行い、社会参加の機会を提供すると共に、心身の安定や作業意欲、積極性を高め、社会適応力や社会性の拡大を図る。　

また、今年度は授産施設に向けて、作業種目の充実を図るよう、個々の技術の向上を目指し繰り返し練習に取り組んだ。運営基盤の確立を目指す為、安定した製品を提供し、活動内容を幅広く理解して頂く機会として定期的に試食会を開催した。毎日ミーティングを行い利用者の意見を尊重しながら、ひとりひとりが、意欲や活気を持って作業に参加する環境作りに取り組んだ。

運営主体の家族会会員に活動に対する理解を深め家族会の活性化を目指すよう働きかけた。

　

【報告項目】

　Ⅰ．作業種目の充実と作業能力の向上

　Ⅱ．施設運営

　Ⅲ．家族会運営

　Ⅳ．職員の資質向上

　Ⅴ．関係機関との連携

Ⅵ．平成１８年度に向けた準備

【報告内容】

　Ⅰ．作業種目の充実と作業能力の向上

　　

１，利用者（登録者）状況　　　　　　　　　　　　　　平成１７年３月３１日現在
	
	性別
	年齢
	利用期間
	作業内容

	１
	女性
	５７
	１６年１０ヶ月
	花布巾

	２
	女性
	５１
	１６年１０ヶ月
	喫茶・手工芸

	３
	男性
	５４
	１０年１ヶ月
	内職・手工芸

	４
	男性
	５７
	１２年１ヶ月
	調理

	５
	男性
	６９
	１０年７ヶ月
	アルコールパンフレット・手工芸

	６
	女性
	４４
	９年７ヶ月
	調理

	７
	女性
	３４
	９年１ヶ月
	

	８
	男性
	４８
	８年７ヶ月
	喫茶・内職

	９
	女性
	６０
	８年７ヶ月
	手工芸


	１０
	男性
	５１
	８年３ヶ月
	手工芸

	１１
	男性
	５０
	７年６ヶ月
	

	１２
	男性
	４５
	６年１１ヶ月
	内職・手工芸

	１３
	男性
	４９
	６年１１ヶ月
	喫茶

	１４
	男性
	４９
	５年６ヶ月
	内職・手工芸

	１５
	女性
	４３
	５年４ヶ月
	喫茶・手工芸

	１６
	男性
	４９
	４年８ヶ月
	内職・手工芸

	１７
	男性
	４９
	４年４ヶ月
	アルコールパンフレット・手工芸

	１８
	女性
	４７
	４年２ヶ月
	花布巾

	１９
	女性
	５６
	４年１ヶ月
	手工芸

	２０
	男性
	４６
	２年４ヶ月
	手工芸

	２１
	女性
	４３
	１年７ヶ月
	調理

	２２
	男性
	３７
	１年４ヶ月
	手工芸

	２３
	男性
	４５
	　　７ヶ月
	調理


　　２，作業種目

1） 　オリジナル商品として、手打ち蕎麦・バターロールの試作継続中である。蕎麦、パンとも材料の配合や、メーカー等を色々変えて試行錯誤で進め、概ね安定した製品ができている為、定期的に試食会を開催し、一般の方々の反応やご意見を頂きながら練習を継続している。現在は冷凍対応イーストを使い、生地を成形後に冷凍し、必要なときに焼けるよう試作中である。

　手工芸は実用的な製品を中心に製作した。トールペイントを施した木工製品やパッチワーク作品は展示即売で完売した。またラピア展では、昨年度の倍近い売上をあげた。　　

栽培では芋、ねぎ、大根を育て、収穫後は夕暮れ市を開催し販売した。

　　　　

2）セルリアンの運営

　　　　　　６月１日よりセルリアンを運営。安定した収入源となっている。

	売上金額
	材料費
	利益（売上－材料）

	３３１，８７０
	６９，９５６
	２６１，９１４


平均売上　　　３３，１８７円／月

            平均利益　　　２６，１９１円／月

　　　　　　１日平均　　　７．８杯

3）内職作業

内職については、職安や合同庁舎に設置していた窓口が廃止となった為、内職の広告等があれば目を通していたが、内職を見つけることが難しくなったことと、作業内容がセルリアンとうみねこ食堂が増えてそちらの援助の比重が高くなった為、現在の内職を継続的に受けられる様に、注意を払いながら取り組んだ。

　　　　　　

現在の内職

	事業所
	内容
	工賃

	ミット八通（定期）
	チラシ配り（田面木周辺）
	配達枚数により算出

	キャンディキャンディ

（不定期）
	木工作品下請け（やすり等）
	時給

大きい作品製作の発注があった場合は出来高払い


　　　

4）うみねこ食堂

パン、蕎麦の試食を兼ねて、３００円ランチを提供した。材料やりくりし、飽きられないように毎回メニューを変え、同じ副菜が出ない様に工夫した。３００円の中から利益を出し、試作品に関するご意見を頂くと共に、収入にも繋げた

　　　　　　試食実食会　２１回実施

	売上
	材料
	利益

	６５，２３０
	４２，７６４
	２２，４６６


　　　　　　　

３，利用者のタイムスケジュール

活動への振り返りのため、午後に約３０分の全体ミーティングを行った。作業進行状況や現在の問題点や良かった事を引き出し、自分で整理してもらう時間とした。２月より各自に作業日報の記入を取り入れた。運営に関しても、利用者から意見を積極的に出してもらい、自発的に作業に関わる環境作りを支援した。

	時間
	スケジュール

	９：３０
	出欠確認・ミーティング（予定等）

	９：４５
	作業開始

	１２：００
	午前の作業終了

	１３：００
	出欠確認

	１５：００
	清掃・片付け

	１５：１５
	休憩

	１５：３０
	全体ミーティング（作業報告・作業日報）

	１６：００
	終了


４，技術援助

専門の指導講師の導入として、蕎麦はグリーンプラザ南郷で打ち方の基本について、職員が２度通って指導を受けた。また利用者に対しては、作業所にきていただいて、粉の扱い方や状態の見方の指導、及び現在の打ち方技術について現状を見てもらいアドバイスを受けた。

パンは、パン作りに詳しい職員にお願いし、ポイントについて指導してもった。また粉を購入している商店からも、アドバイスをいただきながら進めた

蕎麦・パンについては、毎週試食会を開催して、他の職員からご意見を頂き、改善、試作を継続中。

　　５，作業能力評価

　　　　月１回以上定期面接を実施し、作業の自己評価を確認し、経過連絡にて主治医、関係機

関に報告。

作業評価は、職親の評価表を利用し自己評価表の記入と指導員評価をおこない、評価か

ら、必要な指導について職員同士情報を共有しながら対応した。結果、全員が毎日作業動に参加し、初めての内容でも、拒否せず、チャレンジしてみるようになった。

　　

６，施設外の活動（活動内容のアピール）として

	日にち
	内容
	場所
	備考

	７月　１日
	夕暮れ市
	病院職員玄関横
	野菜・パン・パウンドの販売

	７月２４日
	青明舎祭り

出店
	青明舎
	ロールパン・焼きこみ調理パン

カップケーキ・手工芸作品販売

	８月３１日
	夕暮れ市
	病院職員玄関横
	うみねこで収穫したジャガイモ

	１０月　３日
	ウルスラ学園

バザー
	ウルスラ学園
	手工芸作品の展示・即売

啓発活動（パンフレット配布）

	１０月１１日
	青仁会祭り

出店
	南山苑前
	パンの販売・手工芸展示即売

	１１月２１日
	清岳園祭出店
	清岳園
	手工芸作品の展示・即売

啓発活動（パンフレット配布）

	１１月２７日～３０日
	ラピア展出店
	ラピア
	手工芸作品の展示・即売

啓発活動（パンフレット配布）

	１１月２９日

～12月1日
	手作り大好き会バザー出店
	ミット八通ビル
	手工芸作品の展示・即売

啓発活動（パンフレット配布）

	その他　東北電力での常設展への出展

　　　　


外部での展示、即売会には積極的に参加し、収入につなげ、またパンフレットを配布し、

施設、障害についての説明をする等啓発活動も行った。場所によって、売れる作品に違い

がある為、参加する施設等にあわせて作品を準備し販売した。その中で、他の作業所の作

品を見たり、運営について話を聞き、今後の活動に役立てる機会をもった。

3）ボランティアの導入

　　　　　9月まで毎週金曜日の午後に１名受け入れていたが、仕事の都合で一時中断となってい

る。家族会員にも、得意分野で参加していただけるよう、うみねこ便りで呼びかけていた

が、今年度は参加いただけなかった。

4）講師派遣（当事者）

　あすなろ交流会で実行委員として１名参加。

　南郷村の精神保健福祉における研修会の体験発表に1名参加。

　　

　　Ⅱ．施設運営

　　　利用契約の更新を進め、作業に向う意識を再確認した。また傷害保険の加入も進めた。運営規定等は現在大きな問題が無い為、特に変更はしていない。

運営に関する会議と在宅サービス課会議（毎週金曜日）に参加し情報交換やご意見を頂いている。

補助金事務処理は県、八戸市、共同募金とも滞りなく進めた。　　

７月２８日　作業所指導監査　監査項目は全部「適」であり、特に指導項目は無かった。

　　　　　利用者からの希望・提案により１２月に納会、２月に抱負発表と懇親会（春の集い）を

開催した。企画、運営に利用者が主となって関わった。幹事が中心となって、周りの仲間

の協力を得ながら、自発的に会を開催した。

Ⅲ，家族援助

　

	家族会総会
	７月６日実施
	参加家族３名

	うみねこの会便り
	第１回　　８月送付

第2回　１１月送付

第3回　　1月送付

第4回　　3月送付
	

	小作連会議
	９月１３日
	ラピア展に向けた会議に同席


　　　その他家族会研修、総会の連絡調整及び旅費等の準備を行った。

　　　１７年の抱負発表と懇親会を兼ねて行った「春の集い」の参加を呼びかけ、３家族４名参加

　　

Ⅳ，援助者の資質向上

　　

	研修名
	日程
	参加者

	蕎麦打ち指導研修
	５月２０日　２１日
	馬渕

	食品衛生責任者講習
	５月２５日

９月２８日
	佐藤

馬渕

	作業所運営研修
	７月２１日
	馬渕


Ⅴ，関係機関との連携

　　　余暇活動については生活支援センターの行事・レク（花見・クリーン作戦・映画・食事つくり等）への参加を積極的に促した。沢山の利用者がセンター行事に参加し余暇を楽しむことが出来た。

　　　就労に関しては、１名の方が雇用促進事業の利用を希望した為、関係機関と連携を図りながら支援し、意欲向上につながった。

就労に関する勉強会を就労支援相談員に依頼し、２回実施。就労における基本的姿勢や就労支援制度について学んだ。

職親の希望者1名に対し、利用に向けて、就労支援専門員と利用していた生活訓練施設職員と連携を図った。3月30日付けで利用終了し職親利用。

Ⅵ，平成１８年に向けた準備

授産項目として、手打ち蕎麦と手こねパンを試作中。毎週水曜日うみねこ食堂を実施し、ご

意見を頂きながら改善をかさねた。申請の準備としては市や県に申請の意向を伝え、情報収集を行った。また食品衛生に関しては保健所研修を受講し申請の準備を行った。今後は、毎回安定した商品の製造、量産、パンの種類のバリエーションを増やすことを課題に授産科目の充実を図り、授産施設の申請を行いたい。

設備基準として

１　二槽式シンク

２　作業室に手洗い場

３　トイレの手洗い場　・洗浄消毒石鹸設置

· 使い捨てペーパータオル設置

４　窓がある場合は網戸

５　耐水性ゴミ箱設置

６　冷蔵庫の温度が外側からわかる温度計

７　耐水性の床

８　室内の温度管理

９　換気できる設備

10 着替え室

＊製造内容により必要な設備が異なる為、製造内容を決めた上で施設の図面を用意して相談。

申請は・・・

１　製造する商品を決定

２　設備を整える

３　図面を添付

４　菓子製造業・麺製造業・飲食店営業の許可

平成１６年度　南山苑在宅介護支援センター事業報告

　　　　　　　　　　南山苑在宅介護支援センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南山苑在宅介護支援センター　川内　百佳

【計画概要】

　担当地域の在宅の要援護となるおそれのある高齢者等又は、その家族等に対して、心身の状況把握をし、在宅介護等に関する総合的な相談に応じ、ニーズに応じた各種保健、福祉サービスが総合的に受けられるように、関係機関との連絡調整等の便宜を供与し、地域の高齢者、及びその家族等の福祉の向上を図ることを目的として活動した。

　また、介護予防に着目して活動を行い、地域住民に関心を持ってもらえるよう、介護予防教室も積極的に行い、より地域に密着した在宅介護支援センターを目指して活動した。

【報告項目】

1． 実態把握

2． 介護予防プランの作成

3． 台帳の整備・関係機関との連絡調整

　４．在宅福祉サービス（自立サービス）の申請

　５．介護教室の開催　

　６．地域住民との交流

　７．名簿の整備

　８．書類の整備

　９．職員の質の向上

【報告内容】

1． 実態把握

年間４５０件を目標とし、達成している。

また、新規ケースの発掘にも努めている。　

　２．介護予防プランの作成

介護予防プラン作成は年間６０件を目標に行い達成している。プラン作成者で必要な方に関しては、自立申請を行っている。

　３．台帳の整備・関係機関との連絡調整

実態把握を行った際、市指定の書式で台帳の整備を行い、情報の整備をした。また、ケースで関係機関と連携をとる際、その台帳を活用している。

４．在宅福祉サービスの申請

在宅福祉サービスの申請は５件である。該当になったのは２件。

５．介護教室の開催

開催目標４件とし、達成している。

	日
	場所
	テーマ
	講師
	参加者

	Ｈ17

2/19
	松園町集会所
	１．健康づくり生活とくすり

～健康寿命をのばし、生涯元気に～
	１．会営八戸西薬局

村田 文子先生
	４１人

	3/16
	南田面木生活館
	１．同上

２．地域安全のために

～振り込み詐欺に合わないために～
	１．同上

２．青森県警部補売市交番所長

福士　英樹先生
	２０人

	3/19
	松園町集会所
	１．老化を遅らせるために

～睡眠について～

２．同上
	1． 南山苑在宅介護支援センター

早川　玲子

２．同上
	３８人

	3/25
	舘公民館
	1． 健康づくり生活とくすり

～健康寿命をのばし、生涯元気に～
	1． 会営八戸西薬局

村田　文子先生


	６人


６．地域住民との交流

①地域の健康祭りに参加。（７月、１１月）その他、地域の方から、南山苑の施設と行事を行いたいとお話があり、よもぎ餅作りを行っている。（５月）地区社協主催の健康教室にも参加し、サービス紹介、在介ＰＲを行っている（２月）

　　②月１回開催される民生委員会議に参加し、（舘地区、田面木地区）情報交換、を行った。

７．名簿の整備

効率のよい訪問のため、台帳整備、地図の整備を行った。

８．書類の整備

書類はファイルを作成し、すぐ取り出せるように整備をした。

９．職員の質の向上

職員質の向上のため、研修に参加した。

　　①法人研修参加

　　②八戸市高齢福祉課基幹型在宅介護支援センター主催在宅介護支援センター職員研修会参加（１回／毎月）

　　③外部研修への参加

　　　全国在宅介護支援センター協議会研修（８月、３月）

　　　県在宅介護支援センター協議会研修（５月、１１月）

　　　在宅介護支援センター東北ブロック研修（１１月）

《その他年間予定》

1 田面木地区民生委員会議出席（毎月第１土曜日）

2 館地区民生委員会議出席（毎月１０日）

3 八戸市健康祭り参加（広報活動）（9月）

4 在宅介護者の集い参加（出張相談、広報活動）（2月）

平成１６年度　南山苑在宅介護支援センター報告

　平成16年度南山苑在宅介護支援センター（居宅介護支援事業）事業報告

南山苑在宅介護支援センター(居宅介護支援事業)
南山苑在宅介護支援センター　川内　百佳

【報告概要】

　要支援・要介護状態にある利用者が、居宅において日常生活を営むために必要な保健医療サービス・福祉サービスの適切な利用が出来るよう、利用者の依頼を受けて、その心身の状況・その置かれている環境・利用者及び家族の希望等を勘案し、居宅サービス計画を作成するとともに、居宅サービス計画に基づく指定居宅サービス等の提供が確保されるよう、指定居宅サービス事業者等との連絡調整を行うことを目的とし活動した。

【報告項目】

Ⅰ．利用者の拡大

Ⅱ．居宅サービス計画の作成

Ⅲ．給付管理業務

Ⅳ．関係機関との連携

Ⅴ．要介護認定調査

Ⅵ．各種書類の整備

Ⅶ．職員の資質の向上

【報告内容】

　Ⅰ．利用者の拡大

	
	新規登録者
	登録変更者
	死亡

	平成

１６年度
	　　３５名
	　　　３名
	　　２４名


　　１．申請手続きの代行

　　　①新規申請（登録）

３５名（年間目標４０件）

　　　②更新申請

　　　　認定期間を把握し、更新手続きの時期には更新申請手続きを代行し、登録の継続を図っている。（居宅変更者３名、転居等の為）

　　　③区分変更申請

　　　　心身の状態に変化のある利用者に関しては要介護区分変更の手続きを代行し、利用者が自分自身の状態に適した要介護認定を受けられるよう配慮し、登録の継続を図っている。

　　　　（１件）

　　２．サービスの提供

　　　　利用者の状態を十分に把握し、利用者に適した、利用者の希望に応じたサービスを適切に提供することで、登録の継続を図った。

　

　Ⅱ．居宅サービス計画の作成

1． 課題分析

ＭＤＳ－ＨＣ方式により利用者の状況を把握し、利用者の問題点を明確にするとともに、利用者・家族の希望を取り入れ、課題分析した。

・初回面接時、利用者の状況に変化のあったとき、介護保険更新時。

2． 居宅サービス計画書の作成

課題分析を基に、利用者及び家族の介護に対する意向や介護支援専門員としての総合的な援助の方針を明確にし、長期・短期の援助目標を設定しサービス内容・種別等の援助内容を決定している。

　　　・初回サービス開始時、利用者状況、サービス利用に変更のあったとき、介護保険更新時、に作成。作成後、家族、本人より確認印をいただいた。

3． 週間サービス計画書の作成

居宅サービス計画書で決定したサービス内容について１週間単位で利用時間を明確にした週間サービス計画書を作成している。

　　　・居宅サービス計画書と同様。

4． 居宅サービス計画（月間計画）の作成

週間サービス計画書を基に１ヶ月間の居宅サービス計画を作成する。月８５件を目標として活動してきたが月平均約７２件である。提供時間・サービス内容・サービス事業所・利用予定日を明示したサービス利用票と、その内容に応じたサービス単位・金額を明示したサービス利用票別表を作成している。また、各サービス事業所へ提出するサービス提供票及びサービス提供票別表を作成している。

5． 利用者及び家族の同意

利用者の状態に合わせ、利用者・家族の意向を取り入れ、作成した居宅サービス計画書（月間計画）は利用者及び家族の同意を得、捺印してもっている。捺印した居宅サービス計画（月間計画）は個人ファイルに保管している。（死亡により訪問できず、２件減算となっている）

6． 居宅サービス事業所への連絡・調整

作成したサービス提供票及びサービス提供別表は各サービス提供事業所へ提出している。１ヶ月のサービス終了後は利用実績を報告していただいている。

　　

　Ⅲ．給付管理業務

1． 実績管理

サービスを提供した事業所から利用実績を報告してもらい、在宅ケアマネジメントシステムの居宅サービス計画（月間計画）に実績として入力している。計画と利用に変更がある場合は再度居宅サービス計画を作成し、サービス提供事業所へサービス提供票を再提出している。

2． 給付管理票・給付明細書の作成

在宅ケアマネジメントシステムへの実績入力を基に介護報酬請求システムにより給付管理票・給付明細書を作成した。

3． 国民健康保険団体連合会への審査書類の提出

介護報酬システムにより作成した給付管理票・給付明細書を磁気媒体に保存し、サービス提供月の次月１０日まで（必着）に国民健康保険団体連合会へ郵送した。国民健康保険団体連合会の審査での返戻は１件である。（平成１５年度の過誤請求）

　　

　Ⅳ．関係機関との連携

1． 居宅サービス事業所との連携

サービス担当者会議にて意見を調整すると共に、利用に際しての情報交換を行った。毎月、利用者のサービス提供票を提出し、サービス利用実績を報告してもらうことで、各居宅サービス事業所と連携を図った。また、サービス計画書作成時には、利用者により適したサービスを提供できるようサービス担当者会議を開催した。

2． 行政機関との連携

各市町村及び八戸市介護保険課・高齢福祉課等、行政機関と必要に応じ随時連絡を取り、利用者対応及び制度についての不明点を確認し、より良いサービスの提供が出来るようにした。

3． 地域との連携

田面木地区・館地区の民生委員会議に参加し、情報交換を行った。

　Ⅴ．要介護認定調査

1． 市町村との委託契約

近隣市町村と委託契約を結び、各市町村からの依頼により、要介護認定調査を実施している。八戸市は依頼件数が１１９件（１ヶ月平均約１０件）、他の町村からの依頼件数は同時期で１７件、合計１３６件。（１ヶ月平均約１１件）

2． 要介護認定調査の実施

要介護認定調査の実施依頼があった対象者及び家族と連絡をとり調査日時を決める。調査日は要介護認定調査員証を必ず携行する。指定の認定調査票に基づき調査を実施する。調査にあたり質問の仕方には十分注意し、対象者の人権を尊重する。介護認定審査会において適切な審査が出来るよう正しく調査を行った。

3． 委託費の請求

調査終了後、所定の書式により各市町村に調査委託料を請求した。

　　

　Ⅵ．各種書類の整備

1． 個人記録の整備

利用契約書・同意書・サービス計画書・支援経過記録等、個人記録を整備している。個人記録はサービス利用終了後２年間は保管する。（運営基準に記載）

2． 各種書類の整備

各種書類をわかりやすくファイルしている。

　　

　Ⅶ．職員の資質の向上　

1． 内部研修

法人研修に参加し、資質の向上に努めた。

2． 外部研修

介護保険課主催の介護支援専門員調査員研修会、基幹型在宅介護支援センター主催の在宅介護支援センター職員研修会、八戸地域介護支援連絡協議会主催の研修会及びその他必要と思われる研修会に参加。介護支援専門員としての資質の向上に努めた。

　　３．サービス計画について随時、事例検討を開催。

　

平成１6年度　南寿の里　「丘の家」「雲の家」事業報告

南寿の里「丘の家」「雲の家」

南寿の里　介護主任　水野　由理

介護副主任　落合　千秋

【報告概要】

　16年度は、利用率の確保に重点を置き実施した。目標利用率は達成しているが、満床を維持する事は困難だった。また、今年度より本格的に導入されたボランティアは定期的に受け入れている。前年度に引き続きサービスの向上に努めた。

【報告項目】

１.利用者の確保（継続）

２.介護業務の見直し（継続）

１）サービスの自己評価の実施（継続）

２）行事の充実（新規）

３）ボランティアの導入（継続）

　　３.環境整備（新規）

1） 職員の顔写真の掲示（新規）

2） ホーム内での野菜の栽培（新規）

3） 玄関まわりの整備（新規）

4） 憩いの場の提供（新規）

　　４.健康管理（新規）

１）健康診断の実施（新規）

２）感染症の予防（新規）

５.職員研修（継続）

１）新人研修（新規）

２）外部研修（継続）

３）施設内研修（継続）

【報告内容】

１.利用者の確保（継続）

･上半期の平均利用率は９１.７％で現在では目標を達成している。

※各月の利用状況は別添1を参照。

･利用申し込みから入居判定期間までを１週間以内で処理した。

･入居者の確保として南山苑の相談指導員や在宅介護支援センターやケアマネージャーから電話などで紹介を得るなどし、情報収集した。

･入居者の確保として、下期より居宅介護支援事業所を月2件～3件訪問し、パンフレットを配りグループホームのＰＲ活動を行った。

２.介護業務見直し（継続）

1） サービスの自己評価の実施（継続）

1 定期的な自己評価の実施

4月と10月に実施した。評価結果から職員個々の問題点及び施設での問題点を抽出した。

2 自己評価のパソコン管理

パソコンで管理できる自己評価表は作成し、１０月から書式を変更して実施したが、ネットでの閲覧の必要性を問う声が聞かれた為、必要性が無いと判断し、ネット閲覧は実施しなかった。

2） 行事の充実

1 「料理クラブ」の開催

毎月２回、日曜日の昼食時に実施した。冬期以外は買い物から片付けまで職員の援助にて入居者様に行って頂いた。

2 外出行事

月一回（冬期を除く）入居者様が外出する機会を作り、地域との交流・気分転換を図った。

· 行事内容は別添２を参照。

3） ボランティアの導入

1 いちいの会へのボランティアの依頼

2 学校・社会福祉協議会に具体的な内容を掲示し、呼びかける。

3 地域にチラシを配るなどして行事の際、お手伝いをして頂く。

4 地域の公民館で活動している、舞踊・華道などのボランティア講師を募る。

　いちいの会へボランティアを依頼し、6月より毎月1回、2名ずつホームへ来て頂いている。今期グループホーム独自での大々的な行事を行わなかった為、多方面へのボランティアの要請は行わなかった。入居者様の日常生活において、また入居者様の趣味活動など様々なニーズにも適応できる人材が豊富ないちいの会へ的を絞り、ボランティアを要請した。

内容：コミュニケーション・掃除・散歩・書道・舞踊・華道・手工芸

３.環境整備（新規）

　１）　職員の顔写真の掲示

　　　　　施設内に職員の写真を掲示する事で、家庭的な雰囲気が損なわれる為、部署配属時に御家族へスタッフ紹介の案内を配布した。

　２）　ホーム内での野菜の栽培

　　　　　屋外での作業が困難な方を対象に、ホーム内にプランターを設置し、栽培を行った。

　　　　　　内容：チンゲンサイ・二十日大根・カイワレ大根

　　３）　玄関まわりの整備

　　　　　・玄関に入居者様の作品や花を飾ったり、芳香剤を置く事で玄関の殺風景さが改善された。

・螺旋階段の段差が視覚的に見えずらく、また錆が出てきていた為、ペンキの塗り替えを実施した。

・見学にいらっしゃった御家族や外部からの訪問者に場所が分かりにくいとの御意見が多かった為、看板を設置。

　　　　

４）　憩いの場の提供

　　　　共用スペースにお茶やポカリスウェット、ノンシュガーの飴を設置し、入居者様や御家族が好きな時にいつでも飲めるようにした。

　４.健康管理（新規）

　１）　健康診断の実施

　　　　　御家族へ、入居者様の内科的検診を実施して頂くよう案内の文書を出し受診を実施した。

　２）.　感染症の予防

1 スローガンの掲示

インフルエンザなどの感染症予防の為、手洗いうがいの励行を掲げ、職員の意識の徹底を図った。

面会者のホーム内への菌の持ち込みを防止する為、玄関での手指消毒を働きかけた。

2 勉強会の実施

感染症に関する知識を身に付け、予防を図る為勉強会を開催した。

研修内容：インフルエンザ感染対策

　　　　　Ｂ型肝炎について

　

　５.職員研修

　１）.　新人研修

痴呆に関しての専門マニュアルを作成し、11月配属の職員を対象に、痴呆老人への対応の仕方・グループホームに関する運営理念・規定などの研修を行った。

　２）.　外部研修

　　　　　６／２９　　痴呆対応型共同生活介護基礎過程研修　　　　１名参加

　　　　　７／２、３　平成１６年度介護福祉士研修会

　　　　　　　　　　　～介護の専門性と向上を目指して～　　　　　１名参加

　　１１/２５　　八戸消防署主催　普通救命講習　　　　２名参加

　　　　　　　研修後に、報告会を開催し職員全体での向上を図った。

　　　　

　３）.　施設内研修

　　　　　２ヶ月に1度、南寿の里独自の勉強会を開催し、職員のレベルアップを図った。

　　　　　（同じ内容の勉強会を２度開催し、全職員参加した。）

　　　　※施設内研修の開催内容は別添３を参照。

（別添1）

南寿の里利用状況

	月
	丘（入居数）
	丘（退居数）
	雲（入居数）
	雲（退居数）
	利用率

	４月
	７名
	
	９名

１自宅より
	
	85.3％



	５月
	８名

１名日赤ＨＰより
	
	９名
	
	91.4％

	６月
	９名

１名湊ＨＰより

１名南山苑より
	１名他施設へ
	９名
	
	94％

	７月
	９名
	
	９名

１名南山苑より
	１名自宅へ
	98.1％

	８月
	９名


	
	９名
	
	99.8％

	９月
	８名


	１名市民病院へ
	９名
	
	93.5％



	10月
	８名
	
	９名
	
	92.5％

	11月
	８名
	
	７名
	２名於本ＨＰへ
	89.1％

	12月
	８名
	
	８名

１名青南ＨＰより

１名名川ＨＰより
	１名青南ＨＰへ
	86.6％

	1月
	８名

１名シルバーＨＰより
	１名青南ＨＰ
	9名

１名自宅より
	
	87.1％

	2月
	８名

１名岸原ＨＰより
	１名市民HPへ
	９名
	
	94.6％

	3月
	　　　７名
	１名他グループホームへ
	　　　 ７名

  
	１名日赤ＨＰ

１名長谷川ＨＰ
	88.7％


新規入居者10名の紹介先内訳

	丘
	入居数
	雲
	入居数

	在宅介護支援センターゆとり
	１名
	寿楽荘在宅介護支援センター
	1名

	日赤ＨＰ
	１名
	南山苑
	2名

	南山苑
	１名
	青南ＨＰ
	1名

	御家族より
	１名
	名川町役場
	１名

	理事長より
	１名
	


（別添２）

行事内容

	月
	予定行事

	４月
	お花見（東運動公園）

	５月
	ドライブ（蕪島）

	６月
	苺狩り

	７月
	青明舎祭り

	８月
	なし

	９月
	お買い物（八食センター）

	１０月
	　　　　ドライブ（南郷）

	１１月
	　　　　お食事会（ピアドゥ）

	１２月
	　　　　　クリスマス会

	１月
	            餅つき

	２月
	　　　　　　 節分

	３月
	　　　　　　雛祭り


　　　　　　　　　　　　　　　

（別添３）

施設内研修一覧

	月
	担当者
	内容

	５/１１

   ２５
	水野

落合
	介護保険制度について

	７/１３ 

   ２７
	村山

須藤
	事故対策（緊急時の対応）

	９/１４

   ２８
	十日市

佐久間
	感染症について

	１１/９

   ２３
	落合
	接遇（入居者様・御家族への対応の仕方）

	１/１１

   ２５
	水野
	ケアプラン作成について

	３/８

   ２２
	米内山

須藤
	レクリエーションについて



